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今後の進め方について 
 
【今年度】 
 
第１回（７月１１日）全体会 
全委員出席 
今後の開催方法等を決定。 
 
第２回（８月下旬頃予定）分科会 
保存管理計画の学術的な検討を行う。 
亀山委員、坂詰委員、佐藤委員、野澤委員、藤井委員、松本委員、猿渡委員、 
青木委員、今坂委員、中川委員、町田委員 
 
第３回（１０月下旬頃予定）分科会 
保存管理計画の学術的な検討を行う。 
亀山委員、坂詰委員、佐藤委員、野澤委員、藤井委員、松本委員、猿渡委員、 
青木委員、今坂委員、中川委員、町田委員 
 
第４回（１２月下旬頃予定）分科会 
御殿地地区の基本設計に向けた具体的な整備手法も含めた整備活用の検討
を行う。 
坂詰委員、松本委員、大津委員、大室委員、長島委員、永山委員、濱中委員、 
武藤委員、北島委員、青木委員、今坂委員、中川委員、町田委員 
 
第５回（２月上旬頃予定）全体会 
全委員出席 
保存管理計画のまとめ。 
 
２月下旬頃 
協議会より提言書提出 
 
３月上旬頃 
保存管理計画策定業務完了 
 
※分科会が２つに分かれるため、それぞれの横のつながりは、事務局が 
各委員と連絡をとりながら、協議会としての意見をまとめていく。 

 
 
【来年度以降の事業計画】 
 
２６年度 武蔵国府跡（御殿地地区）保存整備基本設計 
２７年度 武蔵国府跡（御殿地地区）保存整備実施設計 
２８年度 武蔵国府跡（御殿地地区）保存整備工事（１年目） 
２９年度 武蔵国府跡（御殿地地区）保存整備工事（２年目） 

３０年３月竣工予定 


